
１
１

万
葉
集
巻
十
七
の
家
持
越
中
赴
任
以
後
の
作
品
は
、
天
平
十
八
年
（
七
月
以

降
）
、
十
九
年
、
二
十
年
（
三
月
二
十
三
日
以
前
）
の
三
年
に
わ
た
っ
て
い
る

が
、
そ
の
十
九
年
の
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
二
つ
の
異
な
っ
た
部
分
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
・
家
持
の
桂
疾
に
関
す
る
部
分
三
九
六
二
’
三
九
八
三
）

且
風
土
、
遊
覧
に
関
す
る
部
分
（
三
九
八
三
’
四
○
一
ｏ
）

詳
し
く
い
う
と
、
十
九
年
の
第
一
作
は
「
忽
に
狂
疾
に
沈
み
、
殆
に
泉
路
に

臨
む
。
よ
り
て
歌
詞
を
作
り
て
、
悲
緒
を
申
ぷ
る
一
首
」
（
三
九
六
二
’
三
九

六
四
）
と
題
さ
れ
た
三
首
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
右
は
、
十
九
年
春
二
月
二
十
日

に
、
越
中
国
の
守
の
館
に
し
て
、
病
に
臥
し
悲
し
び
傷
み
て
、
卿
か
に
此
の
歌

を
作
れ
り
」
と
い
う
左
註
を
持
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
は
「
橡
大
伴
池
主
に
贈

る
悲
し
び
の
歌
二
首
」
（
三
九
六
五
・
三
九
六
六
）
が
配
さ
れ
、
以
下
家
持
の

病
を
め
ぐ
っ
て
、
家
持
・
池
主
の
間
に
長
文
の
序
（
書
簡
）
を
伴
っ
た
作
品
の

交
換
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
、
病
苦
の
訴
え
と
そ
れ
へ
の
慰
み
を
主
体
と
す
る
作

品
群
は
、
あ
る
と
き
に
は
漢
詩
を
も
っ
て
代
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
万
葉
集

に
お
い
て
も
か
な
り
に
重
要
な
漢
文
・
漢
詩
の
見
本
を
提
供
す
る
仕
儀
に
な

っ
て
い
る
が
、
贈
答
の
し
め
く
く
り
は
依
然
と
し
て
「
三
月
五
日
に
、
大
伴
宿

禰
家
持
、
病
に
臥
し
て
作
れ
り
」
（
三
九
七
六
・
三
九
七
七
の
左
注
）
と
い
う

Ｉ
‐

一

家
持
の
「
賦
」
に
つ
い
て

の
で
あ
っ
て
、
柾
疾
の
嘆
き
は
消
え
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
あ
と
に

『
恋
緒
を
述
ぶ
る
歌
一
首
」
（
三
九
七
八
’
三
九
八
二
）
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
三
月
二
十
日
の
夜
の
裏
に
、
忽
に
恋
の
情
を
起
し
て
作
」
っ
た
作

品
も
、
気
分
衰
え
た
病
中
（
あ
る
い
は
病
後
）
の
心
裏
か
ら
芽
生
え
た
も
の
で

あ
っ
て
、
充
実
し
た
健
康
感
の
所
産
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
次
の
三
九
八
三
・
三
九
八
四
に
な
る
と
、
「
立
夏
四
月
、
既
に
累
日

を
経
れ
ど
も
、
し
か
も
由
し
窪
公
鳥
の
喧
く
を
聞
か
ず
。
因
り
て
作
る
恨
の
歌

二
首
」
と
い
う
ふ
う
に
趣
を
変
え
て
き
て
、
そ
の
左
注
に
「
窪
公
烏
は
、
立
夏

の
日
来
鳴
く
こ
と
必
定
す
。
又
越
中
の
風
土
、
澄
橘
の
あ
る
こ
と
希
な
り
。
此

に
因
り
て
、
大
伴
宿
禰
家
持
、
感
を
懐
に
発
し
て
卿
か
に
此
の
歌
を
裁
れ
り
。

三
月
二
十
九
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
外
物
に
対
す
る
期
待
の
感
情
の
動
き
は
じ
め

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
以
下
「
二
上
山
の
賦
一
首
」
（
三
九

八
五
）
、
「
四
月
十
六
日
、
夜
の
裏
に
、
遥
か
に
穣
公
鳥
の
喧
く
を
聞
き
て
、

懐
を
述
ぷ
る
歌
一
首
」
（
三
九
八
八
）
…
…
と
い
う
ぐ
あ
い
に
続
い
て
、
柱
疾

の
嘆
き
は
家
持
の
生
活
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

天
平
十
九
年
の
所
収
歌
に
二
つ
の
異
な
っ
た
部
分
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
以

上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
Ａ
、
Ｂ
は
機
械
的
に
置
か
れ
た
二
つ
の
部

分
で
あ
っ
て
、
相
互
に
か
か
わ
り
あ
う
要
素
は
持
た
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
付

が
順
次
に
追
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
全
体
が
北
陸
生
活
の
展
開
で
あ
る
こ
と
は
言

う
を
待
た
ぬ
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
た
ち

’

川

Ｉ
Ｉ 口

常
孝
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は
否
と
い
う
答
え
を
用
意
す
る
た
め
に
、
今
一
度
、
家
持
・
池
主
の
往
復
書
簡

ま
た
贈
答
歌
に
ま
な
こ
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

家
持
は
越
中
赴
任
後
二
カ
月
ほ
ど
に
し
て
、
弟
の
長
逝
を
「
遥
か
に
聞
」

（
三
九
五
七
’
三
九
導
九
）
い
た
．
そ
の
悲
傷
や
る
か
た
な
い
か
れ
に
ほ

と
ん
ど
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
心
の
慰
め
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
八
月
以
来
大

張
使
と
な
っ
て
京
師
に
赴
い
て
い
た
橡
大
伴
池
主
が
帰
還
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
池
主
が
本
任
に
還
到
し
た
そ
の
十
一
月
、
「
相
歓
ぷ
る
歌
二
首
」
（
三
九

六
○
・
三
九
六
一
）
を
作
っ
て
、
家
持
は
そ
の
心
持
を
卒
直
に
自
他
に
示
し
た
。

庭
に
降
る
雪
は
千
重
敷
く
然
の
み
に
思
ひ
て
君
を
吾
が
待
た
な
く
に

白
波
の
寄
す
る
磯
廻
を
漕
ぐ
船
の
揖
取
る
間
な
く
思
ほ
え
し
君

．
…
：
こ
の
日
、
白
雪
忽
に
降
り
て
、
地
に
積
も
る
こ
と
尺
余
な

り
。
こ
の
時
に
、
漁
夫
の
船
、
海
に
入
り
澗
に
浮
ぶ
。
こ
こ
に
守

大
伴
宿
禰
家
持
、
情
を
二
つ
の
眺
め
に
寄
せ
て
、
柳
か
に
所
心
を

裁
る
。

こ
の
左
注
が
そ
の
日
の
家
持
の
目
に
映
じ
た
北
陸
の
自
然
で
あ
り
、
、
歌
二
首

は
こ
の
眺
望
に
託
さ
れ
た
真
情
の
披
振
で
あ
っ
た
。
池
主
と
北
陸
の
自
然
が
一

つ
の
も
の
と
し
て
家
持
に
作
用
し
、
地
に
降
り
敷
い
た
白
雪
と
冬
の
海
の
蒼
さ

が
、
弟
の
死
と
い
う
北
陸
で
の
最
初
の
衝
撃
か
ら
の
立
ち
直
り
の
機
縁
を
家
持

に
も
た
ら
し
て
い
る
。
同
族
に
し
て
下
僚
、
し
か
も
北
陸
の
自
然
の
美
し
さ
を

家
持
に
開
眼
せ
し
め
た
者
、
そ
れ
が
北
陸
万
葉
に
お
け
る
池
主
の
動
か
ざ
る
位

置
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
以
前
に
も
、
「
馬
並
め
て
い
ざ
打
ち
行
か
な
渋
熱

の
清
き
磯
廻
に
寄
す
る
波
見
に
」
（
三
九
五
四
）
と
い
っ
た
作
品
を
家
持
は
作

っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
頃
に
お
け
る
池
主
と
の
交
渉
は
、
京
に
と
ど
め
て
来
た

家
持
の
「
妹
」
を
め
ぐ
っ
て
の
そ
れ
が
主
で
あ
っ
て
、
北
陸
の
自
然
の
大
き
さ

を
真
つ
こ
う
か
ら
把
握
す
る
ご
と
き
新
境
地
の
展
開
に
は
立
ち
至
っ
て
い
な

い
。
池
主
の
「
大
帳
使
」
の
た
め
の
不
在
と
、
弟
の
長
逝
と
、
帰
還
し
た
池
主

が
、
在
京
中
に
際
会
し
た
書
持
の
死
を
克
明
に
家
持
に
報
告
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
と
、
こ
の
三
つ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
、
二
人
の
関
係
を
「
同
族
・
下
僚
」

を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
に
進
展
せ
し
め
た
ろ
う
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
悲
し
び
の
歌
」
な
ど
を
素
直
に
池
主
に
贈
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
た
北
陸
の
大
自
然
に
目
を

向
け
て
、
家
持
は
池
主
の
帰
還
を
心
か
ら
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
平
十
九
年
に
入
っ
て
、
家
持
狂
疾
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
両

者
の
訴
え
と
慰
め
の
書
簡
も
、
こ
の
よ
う
な
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
あ
い
の
、

同
一
線
上
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
、
両
者
の
相
聞
往

来
は
こ
の
範
囲
の
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
「
い
ざ
見
に
行
か
な
事
は
た
な

ゆ
ひ
」
（
三
九
七
三
）
と
い
う
池
主
の
さ
そ
い
か
け
や
（
前
の
「
馬
並
め
て
い

ざ
打
ち
行
か
な
」
の
家
持
作
は
、
宴
席
の
歌
で
あ
っ
て
、
直
接
池
主
に
向
か
っ

て
呼
び
か
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
、
「
此
の
眺
翫
に
あ
ら
ず
は
、
執
か
能

く
心
を
暢
く
む
」
（
七
言
一
首
。
三
九
七
六
・
三
九
七
七
の
序
文
）
と
い
っ
た

家
持
の
応
諾
の
詞
句
は
、
六
朝
文
学
か
ら
学
び
と
っ
た
華
麗
な
閑
文
字
の
間
に

よ
み
と
れ
る
、
両
者
の
本
音
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
健
康
の
回

復
に
つ
れ
て
家
持
の
心
内
に
蘇
生
し
て
き
た
も
の
は
、
「
見
に
行
」
く
こ
と
に

よ
っ
て
「
心
を
暢
く
む
」
と
す
る
自
然
と
風
土
へ
の
ゆ
る
ぎ
な
き
愛
で
あ
っ

た
。
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
一
首
」
（
三
九
九
一
・
三
九
九
二
）
に
対

し
て
池
主
の
「
敬
み
和
ふ
る
一
首
」
（
三
九
九
三
。
三
九
九
四
）
が
あ
り
、
「

立
山
の
賦
一
首
」
（
四
○
○
○
１
１
四
○
○
二
）
に
対
し
て
同
じ
く
池
主
の
「

敬
み
和
ふ
る
一
首
」
（
四
○
○
三
’
’
四
○
○
五
）
が
あ
る
こ
と
は
、
如
上
の

対
応
の
理
の
存
在
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

全
休
と
し
て
、
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
。
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
」
、
「
立
山
の

賦
」
（
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
」
の
前
に
「
二
上
山
の
賦
」
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
池
主
の
「
敬
和
」
が
な
い
。
同
賦
に
つ
い
て
も
追
々
述
べ
る
）
は
、

こ
の
よ
う
な
勢
い
の
な
か
に
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
「
賦
」

と
は
、
一
体
い
か
な
る
性
衝
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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問
題
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
日
す
な
わ
ち
三
九
八
三
’
四
○

一
○
の
作
品
を
、
題
詞
を
書
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
に
並
べ
て
み
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
お
の
ず
か
ら
日
付
順
に
な
っ
て
い
る
。

ａ
、
完
全
・
完
全
・
立
夏
四
月
、
既
に
累
日
を
経
れ
ど
も
、
し
か
も
由
し
窪

．
・
公
鳥
の
喧
く
を
聞
か
ず
。
因
り
て
作
る
恨
の
歌
二
首

（
三
月
二
十
九
日
）

ｂ
、
完
全
’
一
禿
老
二
上
山
の
賦
一
首
（
三
月
三
十
且

．
ｃ
、
売
公
夜
の
裏
に
、
遥
か
に
識
公
烏
の
喧
く
を
聞
き
て
、
懐

を
述
ぷ
る
歌
一
首
（
四
月
十
六
日
）

ｄ
、
売
免
・
尭
舌
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
し
て
、
守
大
伴
宿
禰
家

持
に
鱗
す
る
宴
の
歌
二
首
（
四
月
二
十
日
）

ｅ
、
一
元
空
・
莞
空
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
一
首
（
四
月
二
十
四
日
）

ｇ
、
尭
茜
・
莞
茜
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
に
敬
み
和
ふ
る
一
首

（
四
月
二
十
六
日
）

ｆ
、
三
発
雲
ｌ
莞
究
橡
大
伴
宿
禰
池
主
の
館
に
し
て
、
税
帳
使
守
大
伴
宿

禰
家
持
に
賎
す
る
宴
の
歌
（
四
月
二
十
六
日
）

ｇ
、
麦
究
守
大
伴
宿
禰
家
持
の
館
に
し
て
飲
宴
す
る
歌
一
首

（
四
月
二
十
六
日
）

ｈ
、
ｇ
ｇ
Ｉ
ｇ
三
立
山
の
賦
一
首
（
四
月
二
十
七
日
）

Ｈ
、
邑
呈
ｌ
君
呈
立
山
の
賦
に
敬
み
和
ふ
る
一
首
（
四
月
二
十
八
日
）

ｉ
、
邑
冥
・
邑
宕
京
に
入
ら
む
と
き
漸
く
近
づ
き
、
悲
情
溌
き
難
く
、

懐
を
述
ぶ
る
一
首
（
四
月
三
十
日
）

〃
、
琶
只
１
９
冨
忽
に
京
に
入
ら
む
と
し
て
懐
を
述
ぶ
る
作
を
見
る
。

．
・
生
別
の
悲
し
ぴ
の
、
腸
を
断
つ
上
と
万
廻
な
り
。
怨

緒
禁
め
難
し
。
柳
か
に
所
心
を
奉
る
一
首
（
五
月
二

日
）

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
題
詞
に
対
応
す
る
重
要
の
左
注
を
ぬ
き
出
し
て
み
る
と

ｂ
、
完
全
Ｉ
完
舎
右
は
、
三
月
三
十
日
に
興
に
依
り
て
作
れ
り
。
大
伴

宿
砿
の
な
り
。

ｄ
、
尭
免
Ｉ
一
元
舌
右
は
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
、
正
税
帳
を
持
ち
て
京
師

に
入
ら
む
と
し
、
よ
り
て
此
の
歌
を
作
り
、
柳
か
に

相
別
る
る
嘆
き
を
陳
ぶ
。

右
を
通
観
す
れ
ば
、
ｂ
「
二
上
山
の
賦
」
を
作
っ
た
三
月
三
十
日
ご
ろ
は
、

家
持
は
す
で
に
「
興
に
依
り
て
作
」
を
な
し
う
る
ほ
ど
健
康
を
回
復
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
か
ら
二
十
日
を
経
て
作
ら
れ
た
四
月
二
十
日
の
日
の
日

付
を
持
つ
ｄ
は
、
「
正
税
帳
を
持
ち
て
京
師
に
入
ら
む
」
と
す
る
送
別
の
宴
の

歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
税
帳
使
は
大
帳
使
、
貢
調
使
、
朝
集
使
と
と
も

に
四
度
の
使
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
国
司
は
、
地
方
の
経
費
を
支
弁
す
る
正
税

の
収
支
を
太
政
官
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
延

喜
式
に
は
二
月
三
十
日
以
前
に
上
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
、
越
中
他
八

（
注
１
）

ヶ
国
は
四
月
中
に
送
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
家
持
の
実
際
の
出
発
は
、
ｙ
の

題
詞
に
よ
っ
て
五
月
二
日
以
後
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
ま
だ
こ
の
こ
ろ
に
は
式

に
登
戦
さ
れ
て
い
る
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
従
前
の
健

康
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
出
発
を
延
期
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
家
持
は
着
任
後
は
じ
め
て
、
決
算
帳
を
も
っ
て
京
に
上
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
上
京
は
突
然
に
き
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
さ
き
に
見
た
「
恋
緒
を

述
ぷ
る
歌
」
に
つ
い
て
、
「
家
持
は
五
月
の
初
旬
に
、
正
税
帳
を
以
っ
て
京
に
上

っ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
時
既
に
そ
の
予
定
が
あ
っ
て
、
か
く
詠
ん
だ
の
だ
の
で
あ

（
住
２
）

る
」
と
い
う
論
者
も
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
早
く
か
ら
家
持
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
組
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
健
康
の
立
ち
直
り
を
願
っ
た
い
ら
だ
ち

も
、
一
つ
に
は
上
京
の
予
定
が
立
て
に
く
い
と
い
う
事
実
に
関
係
し
で
い
よ
う
。

「
恋
緒
を
述
ぷ
る
歌
」
の
製
作
は
三
月
二
十
日
、
は
じ
め
て
「
京
師
に
人
ら

む
」
こ
と
を
明
記
し
た
ｄ
「
八
千
島
の
館
の
宴
」
の
歌
は
四
月
二
十
日
作
、
そ

し
て
出
発
は
五
月
初
旬
。
わ
た
く
し
た
ち
は
．
「
恋
緒
を
述
ぷ
る
醗
些
を
Ａ
の
群
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に
属
せ
し
め
た
か
ら
（
前
記
論
者
は
本
稿
の
い
わ
ゆ
る
Ｂ
に
属
せ
し
め
た
こ
と

に
な
る
）
、
一
つ
を
下
っ
て
Ｂ
の
最
初
を
と
る
な
ら
ば
、
ａ
「
立
夏
、
窪
公
烏

の
喧
か
ざ
る
を
恨
む
歌
（
三
月
二
十
九
日
）
」
で
あ
っ
て
、
三
月
二
十
九
日
’

’
四
月
二
十
日
’
五
月
二
日
以
降
の
こ
の
期
間
峰
家
持
の
生
活
が
、
正
税

帳
使
と
し
て
の
上
京
の
準
備
に
心
身
と
も
に
統
括
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ

と
を
知
り
う
る
。
語
を
変
え
て
い
え
ば
、
わ
た
く
し
た
ち
の
区
分
・
設
定
し
た

Ｂ
は
、
正
税
帳
使
と
し
て
の
上
京
の
準
備
に
該
当
す
る
期
間
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
前
に
記
し
た
、

Ａ
、
家
持
の
柾
疾
に
閏
す
る
部
分
（
三
九
六
二
’
三
九
八
二
）

Ｂ
、
風
土
、
遊
覧
に
関
す
る
部
分
（
三
九
八
三
’
四
○
二
）

は
、

Ａ
、
家
持
の
柾
疾
に
関
す
る
部
分
（
三
九
六
二
’
’
三
九
八
二
）

旦
正
税
帳
使
と
し
て
の
上
京
の
準
備
に
関
す
る
部
分
（
三
九
八
三
’

四
○
一
己

と
滝
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
Ⅱ
国
》
す
な
わ
ち
「
風
土
、
遊
覧
に
関
す

る
部
分
」
は
「
正
税
帳
使
と
し
て
の
上
京
の
準
備
」
を
内
質
的
に
包
含
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
家
持
の
「
遊
覚
」
は
上
京
の
た
め
の
土
産
物
歌
を
準

備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
一
つ
の
性
格
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

詩
歌
風
土
記
と
も
呼
ぱ
る
べ
き
土
産
物
歌
の
準
備
で
あ
る
。
「
識
斗
家
持
は
上

京
に
先
今
立
っ
て
、
都
へ
の
自
慢
話
の
種
を
仕
込
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う

よ
り
は
今
少
し
切
実
な
、
病
の
体
験
と
う
ら
は
ら
に
即
応
し
あ
っ
た
、
そ
の
よ

う
な
心
の
延
長
線
上
の
準
備
で
あ
っ
た
。
「
二
上
山
の
賦
」
以
下
（
右
論
者
の

言
う
よ
う
に
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
」
だ
け
で
な
く
）
は
、
こ
の
性
質

の
な
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ａ
ｌ
ｆ
十
二
歌
群
の
な
か
で
、
私
的
な
好
尚
・
述
懐
（
ａ
．
ｃ
・
ｉ
．

ｙ
）
や
宴
席
の
歌
（
．
．
ｆ
・
ｇ
）
を
除
く
と
．
、
あ
と
に
残
る
の
は
、
ｂ

「
二
上
山
の
賦
一
首
」
、
ｅ
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
一
首
」
、
ｇ
『
布

勢
の
水
海
に
遊
髄
す
る
賦
に
敬
み
和
ふ
る
一
首
」
、
ｈ
「
立
山
の
賦
一
首
」
、
、

Ⅳ
「
立
山
の
賦
に
敬
み
和
ふ
る
一
首
」
の
五
歌
群
と
な
る
。
ご
・
〃
は
池
主
の

唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
当
面
の
課
題
か
ら
は
省
い
て
よ
く
、
結
局
、
最
後

ま
で
残
る
の
は
、
「
二
上
山
の
賦
一
首
」
、
「
布
勢
の
水
海
に
遊
髄
す
る
賦
一

首
」
、
↓
立
山
の
賦
一
首
」
の
三
歌
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
、
素
材
処
理
の
方
法
や
詠
歌
の
立
場
が
、
自
己
の
好
み
や
述
懐
だ
け
に
終
始
せ

ず
、
対
象
自
体
の
独
立
性
を
認
め
た
う
え
で
そ
れ
を
描
写
し
、
そ
れ
へ
の
感
懐

を
述
べ
る
と
い
っ
た
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
客
観
を
客
観
と
し
て
認
め
、
私
意

・
私
懐
に
よ
る
変
更
を
求
め
な
い
の
は
、
作
歌
者
の
立
場
が
公
共
性
を
踏
ま
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
が
公
的
な
の
で
は
な
く
、

作
歌
の
当
事
者
が
公
的
態
度
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
趣

は
、
三
首
が
い
ず
れ
も
「
賦
」
と
い
う
名
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
題

詞
の
下
に
「
こ
の
山
は
射
水
郡
に
あ
り
」
（
ｂ
）
、
「
此
の
海
は
射
水
郡
の
旧

江
村
に
あ
り
」
（
ｅ
）
、
「
此
の
立
山
は
、
新
川
郡
に
あ
り
』
へ
ｈ
）
と
、
地

誌
的
細
注
を
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
「
賦
」
で
あ
る
が
、
賦
は
周
知
の
と
お
り
詩
の
六
義
の
一
で
あ
る
。
試
み

に
字
源
を
ひ
ら
く
と
、
「
所
し
謂
賦
肴
、
数
二
陳
其
歌
一
而
直
二
言
之
一
也
」
と
文
体
明

弁
を
引
い
た
う
え
で
、
「
其
の
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
敷
き
陳
べ
る
」
詩
の
一
体
で

あ
る
と
釈
し
て
い
る
。
諸
橋
轍
次
博
士
の
大
漢
和
辞
典
に
は
、
「
事
を
陳
べ
、
弧
詞

の
意
を
寓
し
て
、
上
の
鍛
戒
に
資
す
る
も
の
」
の
一
項
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と

て
詩
の
方
法
と
し
て
は
、
「
事
物
の
形
勢
を
実
質
的
に
陳
べ
る
も
の
」
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
「
梁
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
賦
を
総
括
し
て
特
色
づ

け
る
と
、
一
つ
は
、
遊
楽
生
活
に
伴
な
う
美
し
い
自
然
を
詠
ず
る
遊
覧
の
賦
と
、

も
う
，
一
つ
は
、
前
代
の
延
長
た
る
、
山
水
を
詠
ず
る
淑
錘
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の

自
然
描
写
は
、
満
麗
と
い
う
こ
と
ば
で
特
色
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
漢
代
以
後

の
賦
の
特
色
は
、
こ
の
場
合
、
記
憶
に
と
ど
め
て
お
い
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
は
簡
文
帝
や
幽
信
な
ど
の
梁
の
賦
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
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る
が
、
家
持
の
「
賦
」
や
「
遊
覧
」
の
語
葉
は
文
選
や
芸
文
類
緊
な
ど
に
範
を
仰
い

へ
賎
５
）

だ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
初
学
記
な
ど
も
舶
載
の
途
上
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
六
朝
詩
賦
の
美
意
識
は
、
必
ず
や
家
持
の
対
自
然
の
態
度
や
生
活
の
姿
勢

に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
題
詞
に
即
し
て
い
う
か

ぎ
り
、
家
持
は
「
賦
」
を
「
歌
」
の
意
味
俸
借
り
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
賦
」
の
文
字
を
名
詞
に
、
そ
れ
も
堂
々
と
題

詞
に
用
い
た
の
は
、
集
中
歌
人
多
し
と
い
え
ど
も
家
持
だ
け
で
あ
っ
て
、
し
か

も
天
平
十
九
年
の
こ
の
三
首
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
家
持
の
あ
る
意

図
、
な
い
し
は
意
識
が
感
じ
ら
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
名
勝
の
実
地

を
あ
り
の
ま
ま
に
、
だ
が
美
的
に
述
べ
る
と
い
う
意
図
、
ま
た
披
露
の
た
め
に

進
ん
で
そ
れ
を
す
る
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
決
し
て
上
表
的
な
か
し
こ
ま
り
で

は
な
い
が
、
半
ば
公
的
な
仕
儀
で
任
地
調
詠
歌
を
持
参
す
る
と
い
う
一
種
の
心

く
ば
り
で
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
三
首
は
い
ず
れ
も
さ
し
た
る
出
来
栄
え
の

も
の
で
は
な
い
。
例
に
よ
っ
て
先
行
歌
の
詞
句
を
襲
用
し
、
そ
の
着
想
も
先
縦

に
つ
き
す
ぎ
て
、
新
味
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

作
品
が
大
真
面
目
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
「
賦
」
使
用
の
積
極
的
意
味
が
づ
か
み
と

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

次
に
題
詞
下
の
細
注
で
あ
る
が
、
こ
の
地
誌
的
つ
け
た
し
は
、
文
字
の
大

（
旧
本
）
小
（
元
暦
校
本
そ
の
他
）
は
あ
っ
て
も
諸
本
い
ず
れ
も
備
え
て
い
る

か
ら
、
も
と
も
と
家
持
の
原
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し

こ
れ
ら
の
作
品
が
単
な
る
遊
山
的
弧
詠
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
部
下
身
辺
の
者
に
さ

し
示
す
範
囲
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
を
好
ん
で
地
誌
的
注
記
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
と
に
池
主
の
ご
と
き
は
（
他
の
下
僚
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ

う
）
、
赴
任
の
順
序
か
ら
い
え
ば
先
任
者
な
の
で
あ
る
か
ら
、
家
持
を
案
内
こ
そ

す
れ
、
家
持
か
ら
解
説
さ
れ
る
必
要
は
毛
頭
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
首

は
地
誌
的
説
明
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
前
記
し
た
よ
う
な
、
都
人

士
へ
の
土
産
物
歌
と
い
う
性
質
が
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
池
主
の
敬
和

歌
が
、
「
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
」
と
「
立
山
の
賦
」
と
に
は
あ
っ
て
、

最
初
の
「
二
上
山
の
賦
」
に
は
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま
三
上
山

の
賦
」
を
読
む
こ
と
を
得
た
池
主
が
、
名
勝
歌
を
都
へ
お
持
ち
な
さ
い
と
い
っ

た
進
言
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
力
を
得
て
、
家
持

の
態
度
が
き
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

ｂ
、
二
上
山
の
賦
一
首
涯
諏
幽
雄
蝿

右
は
、
三
月
三
十
日
に
興
に
依
り
て
作
れ
り
。
大
伴
宿
禰
家
持

の
な
り
。

此
の
海
は
射
水

ｅ
、
布
勢
の
水
海
に
遊
覧
す
る
賦
一
首
短
歌
を
井
せ
た
り
郡
の
旧
江
村
に

あ
り

右
は
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。
四
月
二
十
四
日

ｈ
、
立
山
の
賦
一
首
短
歌
を
井
せ
た
り
馳
恥
麺
幽
魂
呪

四
月
二
十
七
日
に
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。

と
あ
る
題
詞
、
左
注
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ｂ
は
「
興
に
依
り
て
作
」
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
題
詞
も
巻
十
七
以
下
の
長
歌
が
伴
っ
て
い
る
「
短
歌
を
井
せ

た
り
」
の
付
記
を
欠
い
て
い
る
。
「
賦
」
に
し
て
は
、
い
く
ら
か
普
段
着
姿
に

近
い
。
そ
れ
か
ら
、
三
者
の
日
付
の
関
係
も
ｅ
・
ｈ
の
へ
だ
た
り
は
三
日
間
で

あ
る
の
に
、
ｂ
・
ｅ
の
へ
だ
た
り
は
二
十
四
日
間
で
あ
る
。
健
康
の
回
復
に
よ

っ
て
そ
ぞ
ろ
に
「
興
」
を
も
よ
お
し
て
き
た
家
持
に
対
し
て
、
池
主
の
助
言
が

な
さ
れ
た
の
が
ｂ
の
後
で
あ
り
、
「
興
」
＋
助
言
が
、
ｂ
・
ｅ
の
間
に
、
名
勝

歌
持
参
と
い
う
家
持
の
確
固
と
し
た
心
づ
も
り
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
期
間
が
二
十
四
日
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ｅ
は
「
短
歌

、
、
、

を
弁
せ
た
り
」
を
復
活
し
、
「
此
の
海
は
射
水
郡
の
旧
江
村
に
あ
り
」
と
、
案

内
記
は
村
名
に
ま
で
及
び
（
ｂ
の
「
こ
の
山
は
射
水
郡
に
あ
り
」
は
、
ｅ
の
時

、

点
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
什
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
、
「
右
は
、
守
大
伴
宿
禰

家
持
作
れ
り
。
月
日
」
と
、
官
名
を
も
付
し
た
（
「
守
」
は
諸
本
に
あ
り
）
完
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壁
の
体
裁
を
整
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
を
お
か
ず
し
て
ｈ
が

作
ら
れ
た
が
、
ｈ
で
は
左
注
が
少
し
く
く
ず
れ
て
い
る
か
ら
、
三
者
の
な
か
で

は
ｅ
が
も
っ
と
も
完
全
な
形
態
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
の

見
方
を
す
れ
ば
、
ｅ
の
こ
ろ
に
家
持
の
名
勝
歌
持
参
の
心
持
が
確
定
し
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
名
勝
歌
の
帯
同
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
公
的
な

上
表
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
い
ず
れ
も
が
完
全
な
体
裁
を
整
え
て
い

な
く
て
も
よ
く
、
心
持
確
定
後
の
作
品
に
不
完
全
左
注
が
添
付
さ
れ
て
い
て
も
、

事
柄
の
矛
盾
と
は
な
ら
い
で
あ
ろ
う
。

わ
た
く
し
は
、
家
持
の
「
賦
」
三
首
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る

の
で
あ
る
。

一
一

万
葉
集
に
は
、
な
お
、
「
賦
」
を
動
詞
と
し
て
用
い
た
例
が
相
当
数
あ
る
。

１
、
園
の
梅
を
賦
し
て
聯
か
に
短
詠
を
成
す
く
し
害
五
八
一
五
’

八
四
六
。
「
梅
花
の
歌
」
の
序
文
）

２
、
勅
り
た
ま
は
く
、
汝
諸
王
卿
等
、
柳
か
に
此
の
雪
を
賦
し
て
各
其
の

歌
を
奏
せ
と
の
り
た
ま
ふ
（
巻
十
七
、
三
九
二
二
’
三
九
二
六
．

「
掃
雪
の
日
の
歌
」
の
序
文
）

３
、
但
し
秦
忌
寸
朝
元
は
、
左
大
臣
橘
卿
諺
れ
て
云
は
く
、
歌
を
賦
す
る

に
堪
へ
ず
は
鵬
を
以
ち
て
噸
へ
と
い
ふ
（
右
の
左
注
）

４
、
如
今
言
を
賦
し
韻
を
籾
し
、
斯
の
雅
作
の
篇
に
同
ず
（
同
、
三
九
七

六
・
三
九
七
七
。
「
家
持
の
池
主
宛
返
簡
」
中
の
割
注
）

５
、
時
に
主
人
、
百
合
の
花
謹
三
枚
を
造
り
、
豆
器
に
畳
ね
置
き
て
、
賓

客
に
捧
げ
贈
る
。
各
々
此
里
綬
函
卿
い
て
作
る
歌
三
首
（
巻
十
八
、

四
○
八
六
’
四
○
八
八
。
「
少
目
秦
伊
美
吉
石
竹
の
館
の
宴
の

歌
」
の
題
詞
）

６
、
先
の
太
上
天
皇
の
、
陪
従
の
王
臣
に
詔
り
た
ま
は
く
、
そ
れ
諸
王
卿

等
、
和
ふ
る
歌
を
賦
み
て
奏
す
べ
し
と
し
の
り
た
ま
ひ
て
即
ち
御
口

号
し
た
ま
は
く
（
巻
二
十
、
四
二
九
三
・
四
二
九
四
。
「
山
村
に
幸

し
し
時
の
歌
」
の
序
文
）

７
、
詔
に
応
へ
て
雪
を
賦
む
歌
一
首
（
同
、
四
四
三
九
。
「
籾
負
の
御
井
に

幸
し
し
時
の
歌
」
の
題
詞
）

８
、
因
り
て
此
の
日
を
以
ち
て
、
太
上
天
皇
の
、
侍
嬬
等
に
勅
し
た
ま
ひ

し
く
、
水
主
内
親
王
に
遣
ら
む
が
為
に
、
雪
を
賦
み
て
歌
を
作
り
て

献
れ
と
宣
り
給
へ
り
（
右
の
左
注
）

９
、
時
に
内
相
藤
原
朝
臣
勅
を
奉
り
て
、
宣
り
た
ま
は
く
、
諸
王
卿
等
、

堪
ふ
る
ま
に
ま
、
意
に
任
せ
て
、
歌
を
作
り
井
せ
て
詩
を
賦
せ
よ
と

の
り
た
ま
へ
り
。
価
り
て
詔
旨
に
応
へ
、
各
々
心
緒
を
陳
べ
て
歌
を

作
り
詩
を
耐
い
き
癖
秘
麺
銅
鐘
塞
需
誕
（
同
、
四
四
九
三
。
「
玉
需
を

賜
ひ
て
騨
宴
き
こ
し
め
し
し
日
の
歌
」
の
題
詞
）

九
個
所
、
計
十
一
例
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
「
賦
む
」
と
訓
ま
れ
て
い
る

ふ

も
の
も
あ
る
が
、
勿
論
「
賦
す
」
と
訓
め
る
も
の
で
、
訓
読
上
の
相
違
は
何
ら

問
題
に
な
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
Ｈ
、
所
見
が
す
べ
て
大
伴
家
関
係
の
巻
で
あ
る
こ
と
。
と
い
う
よ
り
、
１

の
巻
五
・
旅
人
一
例
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
家
持
の
書
記
に
な
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
は
、
「
賦
」
の
用
字
・
用
法
が
、
「
柳
Ｉ
Ｉ
Ｌ
の
造
句

法
と
と
も
に
、
旅
人
庭
訓
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
）
・
口
は
、

こ
れ
ら
の
題
詞
ま
た
左
注
が
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
か
し
こ
ま
り
の
場
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
で
あ
る
。
口
を
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、

２
．
３
，
６
，
７
．
８
，
９
は
、
「
勅
り
た
ま
は
く
」
（
２
．
３
）
、
「
詔
り
た
ま

は
く
」
（
６
）
、
「
詔
に
応
へ
て
」
（
７
）
．
「
勅
し
た
ま
ひ
し
く
」
（
８
）
、

「
勅
を
奉
り
て
宣
り
た
ま
は
く
」
（
９
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
元
正
太
上
天

皇
の
出
御
ま
た
幸
行
の
際
の
作
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
題
詞
、
左
注
は
明
ら
か
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に
公
的
か
し
こ
ま
り
の
場
の
記
録
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
４
，
５
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
４
は
割
注
の
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
体
は
書
簡
の
別
案
で
、
家

持
・
池
主
交
友
裡
の
も
の
で
あ
る
。
書
簡
が
平
服
姿
以
上
に
儀
礼
と
か
し
こ
ま

り
を
伴
う
こ
と
は
、
い
う
を
要
し
な
い
。
５
は
下
僚
秦
伊
美
吉
石
竹
の
館
の
宴

席
歌
で
は
あ
る
が
、
「
賓
客
」
東
大
寺
の
占
墾
地
使
の
僧
平
栄
等
を
饗
応
す
る

場
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
司
館
の
普
通
の
宴
会
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
か
し

こ
ま
り
の
性
格
が
顕
著
で
あ
る
。

右
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
「
賦
」
（
動
詞
）
使
用
の
題
詞
、
左
注
は
、

、
、
、
、
、

す
べ
て
か
し
こ
ま
り
１
１
１
お
そ
れ
つ
つ
し
ん
だ
態
度
に
な
る
。
威
儀
を
正
し
て

す
わ
る
。
お
礼
を
い
う
。
つ
つ
し
ん
で
う
け
た
ま
わ
る
Ｉ
の
場
に
つ
い
て
の

記
述
で
あ
る
。
「
賦
」
の
文
字
自
体
が
こ
う
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
詳
ら
か
に
し
が
た
い
が
（
辞
書
が
示
す
範
囲
で
は
、
な
い
と
解
さ
れ
る
）
、

家
持
の
用
字
意
識
と
し
て
は
、
「
作
」
、
ヲ
裁
」
、
「
詠
」
、
「
歌
」
な
ど
と

は
違
っ
た
観
念
を
こ
め
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
思
わ
れ
て
来
る
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
、
土
産
物
歌
と
し
て
の

「
賦
」
の
性
格
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
「
二
上
山
の
賦
」
以
下
三
首
に
つ
い

て
、
ア
エ
表
的
な
か
し
こ
ま
り
で
は
な
い
が
、
半
ば
公
的
な
仕
儀
で
郷
土
詞
詠
歌

を
持
参
し
よ
う
と
し
た
も
の
」
と
説
い
た
。
家
持
は
決
し
て
「
詔
」
に
よ
っ
て

「
二
上
山
の
賦
」
以
下
を
制
作
し
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
一
軍
客
接
待
の
座
で

挨
拶
歌
と
し
て
こ
れ
ら
を
成
し
た
の
で
も
な
い
。
し
か
し
正
税
帳
と
し
て
の
京

、
、
、

師
へ
の
乗
り
込
み
が
、
「
遠
の
朝
廷
」
の
長
の
公
的
召
さ
れ
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
こ
に
は
当
然
か
し
こ
ま
り
が
要
求
さ
れ
る
。
都
を
見
得
る
と
い

う
楽
し
み
は
あ
ろ
う
が
、
行
為
と
し
て
は
公
人
と
し
て
の
正
規
の
秩
序
の
な
か

に
あ
る
。
か
れ
は
形
を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
。
一
上
山
の
賦
」
以
下
が
、
「
詠
」
で
は
な
く

て
「
賦
」
と
題
さ
れ
た
こ
と
の
真
義
は
、
推
測
し
き
た
っ
た
以
外
で
は
な
さ
そ

う
に
思
わ
れ
る
。
か
て
て
加
え
て
、
家
持
に
は
儲
（
預
）
作
歌
制
作
と
い
う
習

癖
が
あ
る
。
儲
作
歌
の
初
見
は
「
吉
野
の
離
宮
に
幸
行
さ
む
時
の
為
涯
、
儲
け
天
．

作
る
歌
一
首
」
零
十
八
四
ｏ
八
八
’
四
一
○
○
）
で
、
「
賦
」
の
制
作
時

（
七
四
七
）
よ
り
は
二
年
ほ
ど
遅
れ
る
が
、
越
中
の
国
府
に
あ
っ
て
、
帰
京
後
の

吉
野
行
き
を
考
え
て
作
を
成
す
の
で
あ
る
か
ら
、
公
的
現
象
へ
の
タ
ッ
チ
が
、
家

持
に
と
っ
て
い
か
に
強
い
願
望
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
出
自
と
性

癖
の
二
つ
よ
り
し
て
、
良
吏
家
持
の
属
性
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
よ
い
。
果
た

し
て
そ
う
な
ら
、
土
産
物
歌
の
持
参
も
、
十
全
に
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
で
は

な
い
か
。
名
詞
に
せ
よ
動
詞
に
せ
よ
、
万
葉
集
の
「
賦
」
に
、
家
持
は
こ
の
よ
．

う
な
公
表
的
性
格
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
四
一
・
五
・
五
）

（
註
１
）
政
治
要
略
。

（
註
２
）
「
万
葉
集
全
釈
」
第
五
冊
。

（
註
３
）
同
前
。

（
註
４
）
小
尾
郊
一
氏
、
「
中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
」
。

（
註
５
）
小
島
憲
之
博
士
は
、
芸
文
類
衆
は
「
養
老
四
年
以
前
の
伝
来
」
、

初
学
記
は
「
第
九
次
遣
唐
使
帰
朝
天
平
七
年
ご
函
頃
か
」
と
い
っ

て
お
ら
れ
る
（
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
」
中
）
・

付
記
。
本
稿
は
「
家
持
と
北
陸
万
葉
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
の
「
賦
」
に
関

す
る
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
最
近
山
田
孝
雄
博

士
の
「
万
葉
五
賦
」
を
読
む
こ
と
を
得
た
ｃ
博
士
は
、
家
持
の
一
賦
」
賦
』
は
、
京

は
池
主
の
「
乱
」
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
い
い
、
「
『
二
上
山

へ
上
り
て
の
語
ら
ひ
草
と
せ
む
の
下
櫛
に
て
よ
め
る
な
ら
む
か
」
と
い
っ
て
お
ら

れ
る
。
こ
れ
は
全
釈
が
布
勢
の
水
海
の
詠
を
「
都
へ
の
自
慢
話
の
種
」
（
既
述
）

と
い
っ
た
の
と
同
断
で
あ
る
が
、
小
稿
は
「
三
賦
」
に
共
通
の
性
格
を
認
め
、
一

括
し
て
の
意
識
的
土
産
物
歌
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
点
が
、
発
明
と
い
え
蝿
い

え
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
浅
学
寡
聞
に
慨
泥
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
先
学
の
業

縦
が
確
乎
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
故
博
士
へ
の
非
礼
を
深
く
お
詫

び
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
四
一
・
一
○
・
二
○
）
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